
 

 

  

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          

                           

  2016/ 03/02 美浜区役所の河津桜 

2 月の誕生会の様子 

 

 

 

  

 

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                  

 

通信 

平成 28年 4 月号（第 71号） 

 

 

春風の心地よい季節になりました。皆さまお変わりなくお過ご

しでしょうか。桜の季節です。桜並木を歩き気分をリフレッシュ 

させて、新しい年度を始めましょう。 

                    石川良 

 

 ２年ぶりに２月の誕生会に参加する事が出来ま

した。皆さんに祝っていただいて本当に感謝して

います。 

これからも仕事に趣味に精を出し生きていこうと

思います。 

高橋恵子 

 

 誕生日を祝って頂きました。 

大勢の方に祝ってもらい、うれしかったです。 

ありがとうございます。 

M.T. 



 

第 5 回しんけみ広場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    畑作業・近況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

３月１３日（日曜日）新検見川駅そばの、花園地区自治会館で行われた第５回しんけみ広場

というイベントに手伝いとして参加しました。椙山（すぎやま）さんという方と Kさんと僕と

いう今までにない組み合わせで楽しかったです。いい意味でこじんまりとしたイベントだった

ので、お客様が来てくれるのか心配だったけれど、まずまずの売れ行きだったと思います。  

特に午後１時３０分・２時近いのに食事メニューを１５００円分くらい買ってくれるお客様

が数人いてくれたのが助かったと思います。 こういうイベントを通してカフェバルコニーの

食事の商品を知って頂ければいいと思います。 

                                      J.M. 

バルコニー所有の畑で３月１１日にジャガイモを植える作業が

ありました。今、畑作業は勝さんと僕と磯辺で活動している女性の

Ｓさんと地活で活動しているＫさんとやっていて、コミュニケーシ

ョ ン も し っ か り と れ て 非 常 に う ま く い っ て い ま す 。            

カメラを持ちながらの畑作業なんてやったことなかったけれど、 

自分の中で楽しめたので良かったです。 

 たまたま震災から５年経つ、この日での畑作業だったので、車移

動の時あの日はどうだった？ という話題に自然になっていきま

した。 

 この日をさかいに種まきとかをどんどんやっていくと思うので、

野菜の収穫があったときには“バルコニーの畑でとれたんですよ”

というアピールお願いしますね。 

                          J.M.   

種イモを準備して、等間隔で並べ植えていきます。 

毎回のように参加してくれるメンバー。頼もしいです。 

 



 

 

カフェバルコニーのフロンテイーヌ 

はーとふるメッセ オブ・ザ・イヤー２０１５食品部門にエントリーしました！ 

審査会では審査員のみなさまから厳しくも心あるアドバイスを頂きました。 

惜しくもノミネートは逃しましたが、メンバーさんによる「バルコニーのフロンティーヌ」は 

プロカメラマンに写真を撮っていただき、千葉県障害者就労事業振興センターのＨＰに載せて い

ただいています。 

ぜひ 見てね☆ 

http://www.jusan-kassei.or.jp/images/event/ht2015_ent_B14.JPG 

 

 

 

 

 お弁当の注文頂いています 

千葉市社会福祉協議会・幸町 1丁目地区部会・ふれあい給食をはじめ、県庁会議用・県庁福祉シ

ョップ・千城台高等学校卒業式などなど、たくさんのお弁当の注文を頂いています。            

営業活動をしたわけでもなく・・・口コミでしょうか。感謝です☆ 

 障害者優先調達法も後押ししてくれています。 

http://www.areasaku.or.jp/gyosei/01kouiki/tyoutatuhousin/pamphlet.pdf 

3 月 8 日は千城台高校の卒業式のお弁当を承りました。 

お祝いの気持ちを込めて作りました。 

 

 

 

 

 

    

 

 

http://www.areasaku.or.jp/gyosei/01kouiki/tyoutatuhousin/pamphlet.pdf


 

人生は素晴らしい 

僕の人生は昭和 41年 9 月 8 日に始まりました。お母さんは僕を大変可愛がってくれて、僕は母

の愛情を一杯受けて育つことができました。しかし僕は少年時代母親の期待通りには成長できず、 

友達と上手くやれませんでした。 

それは僕の未熟さゆえに自分を客観視できず、自分が考え付いたことを全く何も考えずにすぐに

行動に移したからでした。その頃は優しいといえる友には一人も出会えずに過ごしました。それは

僕が身勝手な行動で友を遠ざけていたからでした。 

当然僕は風呂にも入らず服も洗いませんでした。そんな僕を心配した母は僕を心理カウンセラーに

通わせました。 

 しかし結果はさんたんたるものでした。その上学校で受けるいじめがエスカレートして僕は病気

になりました。幻聴がひどく僕はナイフで切り付け発狂しました。 

 しかし神様は僕を見捨てませんでした。なぜかというと一人だけ僕のことを「素晴らしい」と言

ってくれる友が現れたからです。彼がなぜ僕を素晴らしいと言ってくれたのかは僕は今でもわかり

ません。ただ一つ言えるのはこんな苦しい人生は実は素晴らしいという事です。仮にこの世に我々

が生まれてこなかったら僕達は永遠に無意識で暗闇の中にいるということです。そんなの絶対に嫌

だと思いませんか？ それに生きてさえいればどんな苦しいこともいつかは終わり良いことが来

るのです。しかしまた苦しいことは来るでしょう。その繰り返しです。それでもいいではありませ

んか。僕は苦しい時は恵みの時だと思います。優しさがどんなにありがたいことか気づくからです。

病気で痛く辛いときは恵みの時だと思います。健康がいかに幸せなことか気づくからです。 

人生には明と暗があります。暗があるからこそ明の存在に気付く暗もまたありがたいのです。 

 この人生。喜びと悲しみの繰り返すこの人生こそが神様がお創りになり、僕たちに送ってくださ

った最高に素晴らしいプレゼントなのです！ 

                                  坂本裕 

 

マイ・ライフスタイル 

私は現在、就労移行支援事業所に通っている。そこでは主に、パソコンの訓練をしている。茶の間の友人

には「一日中パソコンをやっていて、肩はこらないか」とか「訓練は楽しいか、何が難しいか」など色々質

問してくれるので、茶の間はある種〝情報交換の場″となっている。そうしたコミュニケーションがとても

楽しいし、その場の居心地がとても良いと感じている。 

訓練には週 3日通っているが、休みの日には茶の間に行ってみんなと話したり、バルコニーに行って音楽

活動をしたりしている。 

このように楽しい時間を過ごすことは「訓練を頑張ろう」とする意欲も高まるし、訓練の質の向上にもつ

ながる。 

みなさんもお忙しい中だとは思いますが、何か休みの日に自分が没頭でき「楽しい」と思える時間をつく

ってみてはいかがでしょうか？オンとオフの切り替えが大事だなと思ったからです。 

       永井 淳一 

 



 

今月の寄稿文 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※４月から電話番号が変わります！ 

法人本部 及び 就労継続支援 B型カフェバルコニーの電話番号は下記のとおりです。 

 043-307-8855 お手数ですがお手元の電話番号帳の記載を変更してください 

 

 

薄
闇
の
な
か
に
降
り
た
春 

こ
の
聴
界
、
影
の
舞
踏
と
は
、
閉
ざ
さ
れ
た
物
質
の

な
か
で
丸
く
な
っ
て
ゆ
く
黄
昏
の
原
風
景
の
空
間
を
映

画
風
に
批
評
、
更
に
概
念
的
わ
だ
か
ま
り
が
自
己
自
身

の
道
を
見
つ
け
出
し
て
歩
い
て
ゆ
く
方
向
を
見
る
と
何

も
な
い
。
何
の
目
標
も
な
い
ま
ま
に
言
葉
に
帰
っ
て
む

せ
帰
っ
て
い
る
孤
独
の
悲
し
い
事
物
性
に
於
い
て
遥
か

な
世
界
が
見
渡
さ
れ
る
か
な
。
紅
い
燈
火
を
点
け
て
訪

れ
る
個
体
と
個
体
と
の
幻
想
的
な
関
係
が
愛
だ
と
す
れ

ば
、
そ
の
現
実
は
僕
た
ち
の
感
性
的
断
片
に
光
と
言
葉

と
風
を
贈
る
霊
の
幻
。
あ
の
蝶
の
舞
っ
て
い
る
季
節
で

閉
ざ
さ
れ
た
心
あ
る
い
は
幻
聴
の
薄
ら
寒
い
イ
マ
ジ
ネ

ー
シ
ョ
ン
に
と
っ
て
神
の
如
く
高
く
無
限
大
で
あ
る
。 

 

薄
暮
と
は
、
生
命
に
な
っ
た
存
在
が
存
在
の
規
範
を 

突
き
崩
す
ぐ
ら
い
の
自
己
了
解
の
な
か
で
覚
え
る
時
間

で
あ
る
。
そ
れ
は
「
叫
び
」
で
あ
っ
て
、
暗
い
街
角
で

ぼ
ん
や
り
と
し
た
世
界
と
世
界
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
の

思
索
が
世
代
を
画
し
て
、
彼
自
身
を
呼
ん
で
い
る
の
っ

ひ
き
な
ら
な
い
存
在
者
の
「
沈
黙
の
叫
び
」
で
あ
っ
て
、 

感
性
の
明
暗
に
よ
っ
て
洞
察
さ
れ
た
純
粋
に
と
っ
て
、

そ
こ
が
「
人
間
の
耳
」
に
よ
っ
て
聴
い
た
「
存
在
の
叫

び
」
の
時
空
間
と
し
て
の
絶
対
直
観
で
あ
る
。 

 

夕
暮
れ
よ
、
春
は
寂
し
そ
う
な
眼
差
し
で
僕
た
ち
の 

淡
い
関
係
の
中
で
何
に
よ
っ
て
存
在
の
完
全
な
時
間
を 

そ
う
、
世
話
し
な
く
夢
見
て
い
る
の
か
し
ら
、
云
々
。 

感
謝
で
す
。 

 
 
 

三
月
十
六
日 

 

春
風
や
暗
い
寂
し
さ
を
飲
み
に
け
り 

Ｔ
・
Ｎ 

は
ら
ぺ
こ
メ
ロ
ン 

 

吾
輩
は
犬
で
あ
る
。
名
は
メ
ロ
ン
。 

こ
の
世
の
４
月
は
入
学
・
新
年
度
と
か
い
う
ら

し
い
が
、
吾
輩
に
は
ト
ン
と
関
係
な
い
。 

し
か
し
な
に
や
ら
４
月
か
ら
障
害
者
差
別
解

消
法
と
や
ら
が
施
行
さ
れ
る
ら
し
く
、
ち
ょ
っ

と
心
が
ザ
ワ
ザ
ワ
す
る
。 

正
当
な
理
由
な
く
障
害
を
理
由
と
し
た
差
別

を
禁
止
し
、
合
理
的
配
慮
を
提
供
す
る
。
こ
れ

に
よ
り
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
と
も

に
暮
ら
せ
る
社
会
を
目
指
す
そ
う
な
。
厚
生
労

働
省
に
よ
る
と
「
障
害
の
あ
る
人
は
社
会
に
あ

る
バ
リ
ア
に
よ
っ
て
生
活
し
づ
ら
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
法
律
で
は
、
国
・
都
道
府
県
・

市
町
村
な
ど
の
役
所
や
、
会
社
や
お
店
な
ど
の

事
業
者
に
対
し
て
、
障
害
の
あ
る
人
か
ら
、
社

会
の
中
に
あ
る
バ
リ
ア
を
取
り
除
く
た
め
に

何
ら
か
の
対
応
を
必
要
と
し
て
い
る
と
の
意

思
が
伝
え
ら
れ
た
と
き
に
、
負
担
が
重
す
ぎ
な

い
範
囲
で
対
応
す
る
こ
と
（
事
業
者
に
対
し
て

は
対
応
に
努
め
る
こ
と
）
を
求
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
「
合
理
的
配
慮
」
と
い
い
ま
す
。
」
だ

と
。 

な
ん
と
も
つ
か
み
ど
こ
ろ
の
な
い
言
葉
で
吾

輩
に
は
さ
っ
ぱ
り
わ
か
ら
ん
わ
ん
。
犬
だ
か
ら

か
な
ぁ
・
・
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カフェ・バルコニーの家からのお知らせ 

 

１．カフェ・バルコニーの家では、NPO 法人「カフェ・バルコニーの家」の理念に賛同頂き、 

ご支援下さる賛助会員を募っています。入会金 2.000 円 年会費 3.000 円（１口）です。 

  賛助会員には通信を毎月お送りし、「カフェ・バルコニーの家」の諸行事にご招待いたします。 

 

２．「カフェ・バルコニーの家」の活動を支援して下さる応援団を募集しています。 

  年会費は 1,000 円からご自由です。 

（郵便振替 00180-2-322417  NPO 法人カフェ・バルコニーの家）  

 

３．カフェ・バルコニーの家では、毎月第 1土曜日 10：30～13：30、家族会を開催しています。 

気軽にお問い合わせください。 

 

４．自立支援医療を受けている人は、社会的自立のために、当会の活動に体験参加できます。 

 

５．当会で 2年間調理、接客訓練を受けた方は、国家資格・調理師試験の受験資格が得られます。 

（調理実習が免除されます） 

 

６．ボランティアさんを募集しています。 

  レストラン調理(補助)・和菓子作り・パソコン・経理・音楽・スポーツなど、いろいろな活動

のボランティアさんを募集しています。メンバーと一緒に楽しもうという気持ちがあれば、誰

でも出来ます。 

  まずは、気軽に体験してみてください。 

（問合せは０４３－３０７－８８５５ 籔下、０４３－４４１－３１９３ 石川まで） 

 

７．４月から電話番号が変わります。 

法人本部 及び 就労継続支援 B型カフェバルコニーの電話番号は下記のとおりです。 

      043-307-8855 お手数ですがお手元の電話番号帳の記載を変更して下さい。 

 

８．ご支援ありがとうございました。ご寄付頂きました。 

    大塚美代子様  3000 円        染井亮介様  10000 円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     <カフェ・バルコニーの家 通信 第 71 号 4 月号＞ 
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       電話＆FAX 043-307-8855 
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*事業所内外の清掃は皆で協力して毎日実施しましょう。

*フットサルはこころの健康センターで行うことを基本としていますが

　　　会場が変更になる場合もございますのでお問い合わせください。

*１６日の誕生会は磯辺地域ルームで行います。

ỵἬ ʮʮ ͻ



 


